
日本天文学会2010年春季年会

V69a TAO計画 3 : 6.5m用近赤外線分光撮像装置の開発
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東京大学では、南米チリのアタカマ高地 (標高 5,640m) に口径 6.5mの光学赤外線望遠鏡を建設する東京大学ア
タカマ天文台 (TAO)プロジェクトを進めている (2009年日本天文学会秋季年会吉井講演) 。
TAO望遠鏡ナスミス焦点に搭載される近赤外線観測装置は波長 0.9− 2.5 µmにおいて、i) φ9.6 arcmin の広視

野撮像、ii) 視野 8.5 × 6 arcmin2 で冷却スリット板を用いた多天体分光 (分解能 R ∼ 500− 1000、1マスク当た
り約 30天体) 、という 2種類の観測モードを持つ分光撮像装置である。
標高が高く大気中の水蒸気による吸収が小さいというTAO サイトの特長を活かし、本装置はダイクロイックミ

ラーを用いて波長 0.9− 1.4 µm と 1.4− 2.5 µm に分割し、2バンド同時に撮像もしくは分光する事が出来る。こ
れにより観測効率の向上に加えて、0.9− 2.5 µm という広い波長範囲のデータを同一観測条件下で取得する事が
可能となる。特に分光観測においては均質なスペクトルが得られ、連続光や輝線比をより正確に較正出来るよう
になるほか、ガンマ線バーストのような時間変化の大きな天体のフォローアップにも効果的である。また、TAO
望遠鏡は長期間に渡って豊富な観測時間を確保出来るよう柔軟に運用する事で、他の大型望遠鏡では遂行が困難
な研究テーマ (長期のモニター観測や突発天体の即時観測など) も主要な観測対象となり、本装置を用いた独自の
研究が展開出来ると期待される。なお、本装置はTAO望遠鏡本体に先行して完成する予定のため、機能試験およ
び初期科学成果を得る目的で国立天文台すばる望遠鏡にも搭載できるよう設計されている。
本講演では、本観測装置の仕様や光学設計、そして製作スケジュールとサイエンス計画について紹介する。


